
タウンニュース社レアリアにて情報発信を始めました

社協公式フェイスブック 情報発信中

平塚市社会福祉協議会では、地域の皆

様の参加と協力を得て、国の制度や行政で

はなかなか行き届きにくい地域福祉活動の

推進をめざしています。

お住まいの地域の実情に合わせた福祉活

動を展開するために、賛助会費は貴重な財

源として活用されています。

社会福祉協議会（社協）は地域福祉を推進しています。

福祉だより
ひらつか発行／社会福祉法人 平塚市社会福祉協議会

公式URL http://www.hiratsukasyakyo.jp/

社の字を図案化した

社協のマークです。

平成30(2018)年 ７月

〒２５４－００４７平塚市

追分１番４３号（福祉会館内）

ＴＥＬ０４６３（３３）１３７７

ＦＡＸ０４６３（３３）６５８８

次ページでは賛助会員制度について紹介いたします

皆様の賛助会費が

お住まいの地域で福祉活動に使われます

あなたのまちの福祉のために

崇善地区では、賛助会費還元金を財源に年６回「ふれあい交流サロン」が開催されています。

参加者の皆さんは、交流を楽しみ、ボランティアによる手作りの給食も好評です。

スタッフの方々は楽しんで交流できるよう、お隣さんを紹介する他己紹介、しおりづくり、名

刺づくりなど内容に工夫を凝らしています。

地区社会福祉協議会では、サロン開催時に、賛助会費が財源となっていることを説明し、

皆さんの賛助会員制度への理解につながっています。

崇善地区社会福祉協議会主催 ふれあい交流サロン

対象75歳以上 参加者約50名

https://rarea.events/feature/hiratsukasyakyo/

平成29年6月21日開催

平成30年2月21日開催

他己紹介でお隣さんを紹介中

名刺づくり
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年会費（目安１口）
各世帯
対　　　象

賛助会費
名　　　　称

300円
5,000円特別賛助会費 個人・会社等

平成29年度 賛助会費 実績額

賛助会費は、集められた後、地元の地域へ還元

され、高齢者・子育て支援・障がいのある方・地

域の交流など様々な方を支える活動に活用されて

います。

これからも地域に密着した事業を支えていただ

くために、皆様のご理解ご協力をよろしくお願い

いたします。

称対 象年会費額（1

▶賛助会員制度とは？ 毎年のご協力、誠にありがとうございます。

地域の福祉活動を支えていただくために賛助会員制度があり、地域住民の多くの皆様に事業活動

資金として賛助会費を拠出していただいています。

賛助会員加入のお願いは、多くの地区が例年６月から８月にかけて行っています。

地区社会福祉協議会を通じて、自治会町内会の方や地区民生委員児童委員の方が訪問してくださ

いますので、ご協力をお願いいたします。

地域それぞれの福祉課題の解決のために賛助会費が使われますので、皆さまのご理解とご協力をどう

ぞよろしくお願いいたします。

次ページでは賛助会員制度について紹介いたします

社 会 福 祉 展

市内福祉施設利用者の作品展示

展示数1,956点

平成29年10月12日～16日 5日間開催

あなたのまちの福祉のために

～賛助会員加入のお願い～

松原地区では、賛助会費還元金を財源に３世代

交流ふれ愛ゲーム大会が開催されています。

約２５０名の幅広い世代の参加者は、「お楽し

み魚釣り、ボウリング、グラウンドゴルフ、ビン

ゴ、どんぶりに入った玉を隣の人に移していくど

んぶりゲーム」などで、とても盛り上がりました。

ゲームを通して、子どもから大人まで、大切な

世代間交流になっています。

松原地区社会福祉協議会主催

３世代交流ふれ愛ゲーム大会

平成29年６月24日開催

お魚（お菓子入り）釣れたよ

１９，７１９，３８４円

趣旨に賛同して会費を納めると、賛助会員とな

ります。

年会費は任意ですが、下記表を参考にお納めく

だされば幸いです。

２５％を

平塚市社会福祉協議会で ７５％を市内２３地区社会福祉

協議会へ還元
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 （単位　千円）

法人運営、広報、社会福祉基金、共同募金など

地域の支えあいやボランティア活動、援護事業など

貸付事業や福祉サービスの利用援助、在宅サービスなど

障がい福祉サービスや平塚栗原ホームの運営など

福祉会館管理運営や公益的な事業など

合　　　　計

 

 

　

　

　

 
 

社会福祉協議会の会費(賛助会費含む）

ご寄附いただいたもの

平塚市や神奈川県社協からの補助

業務受託による収入 　 　

共同募金からの配分金 　 　

在宅福祉サービスの収入 　 　

利用料や負担金などの収入

社会福祉基金などの運用益

その他、雑収入や内部取引

 

 

　（単位　　円）

社会福祉事業

法人運営、広報、社会福祉基金、共同募金など

  　（単位　　円）

資産合計（A）　

流動資産　現預金、未収金など

未払い金などの負債合計（B）

差引純資産　（A）－（Ｂ）

 

　  

27,977,163

112,148,413

12,704,864

13,552,200

48,596,991

147,387

126,320

316,498,349

　（単位　　円）

20,840,184

2,781,527

133,572,716

 

59,215

116,907

297,561

747,390

 

1,438,191,890

固定資産　基本財産、車両備品、積立金など

福祉会館管理運営や公益的な事業など 281,214,794

 

  

  

 

※収入と支出との差額７，８２３，５１８円は、次年度繰越金となります

 

294,665,334

1,144,126,556

295,727,323

1,142,464,567

380,825,954

99,611,160

公益事業

障がい福祉サービスや平塚栗原ホームの運営など

　 　

貸付事業や福祉サービスの利用援助、在宅サービスな
ど

62,432,865

112,826,191地域の支えあいやボランティア活動、援護事業など

300,022,935

124,763,879

 

 

 

いたします。

・ミュゼ

・磯崎輝夫４件

・有限会社宝珍

・神田交通株式会社

・世界心道教平塚教会

・豊田地区社会福祉協議会

・株式会社イトーヨーカ堂

・西湘地域労働者福祉協議会

・家庭倫理の会湘南中央平塚支部有志２件

・神奈川県傾聴赤十字奉仕団

・神奈川土建一般労働組合平塚支部中央分会

・社会福祉法人進和学園しんわ本人自治会連合会

・匿名３件

合計 １９件 ４２２，８９８円

平成３０年度の事業計画及び予算

社会福祉法人となって４０年以上が経過し、組織としてより一層の充実を図りつつ、事業実施にあたっては、

以下の重点課題を中心に、平成２８年３月に策定した「平塚市社会福祉協議会発展・強化計画」を実現するた

めの事業展開を推進いたします。

予算規模は7億４千７百万余円とし、前年度と同様社会福祉協議会の会費、寄附金、平塚市などからの補助

金、業務受託による収入などを財源といたします。

平成３０年度の重点目標

１．23地区の小地域における住民主体の支え合い

活動の充実・強化

２．障がい者総合支援関連事業の経営安定化

３．在宅医療・介護連携支援センター事業

（市からの受託）の充実

平成２９年度の事業報告及び決算報告

平成29年度は概ね計画どおり事業を進めることができました。地域の皆様のご尽力、ご協力に感謝いたします。

引き続き、平塚市地域福祉活動計画（第２期）による平塚市社協の役割を果たせるように事業を実施するととも

に、市社協のさらなる充実のために「発展・強化計画」を推進します。

どんなお金があるの？（収入）

どのように使ったの？（支出）

どのくらいのお金があるの？(資産）

平成３０年２月から

平成３０年５月まで

社会福祉基金への寄附

敬称略、順不同

児童福祉への寄附

・匿名４件

合計 ４件 ４，０００円

その他の寄附

・平塚鍼灸マッサージ師会

合計 １件 ５，０００円

交通遺児への寄附

・神奈川県自転車商協同組合

合計 １件 １６１,０００円

あたたかい善意

ありがとうございました
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「福祉だよりひらつか」は皆様からの賛助会費と 赤い羽根共同募金の配分金により発行しております。

「平塚市くらしサポート相談」

(生活困窮者自立相談支援事業)

生活・仕事・病気等でお困りの方に平塚市社

会福祉協議会の専門スタッフが寄り添いながら、

他の専門機関と連携して解決に向けた支援を行

います。何かお困りごとや不安がありましたら、

まずはご相談ください。

★生活福祉資金等貸付制度の相談窓口を併設

問合せ： 平塚市くらしサポート相談

平塚市役所 本館1階 128番窓口

電 話： ０４６３－２１－８８１３（直通）

ＦＡＸ： ０４６３－２１－９７４２

相談日時：月～金

午前８時３０分～午後５時

編集後記

１２８号はいかがでしたか。

福祉だよりひらつかはポスティングで各戸

へお届けしています。また、タウンニュー

ス社レアリアでの情報発信を始めました。

ぜひご活用ください。

共同募金仕様の自動販売機をご存知ですか？

「共同募金仕様の自動販売機」は、商品が購入される

たびに一定額が赤い羽根募金に寄附される仕組みの自動販

売機です。

この自動販売機で集められた寄附金は、平塚市支会に還

元され、平塚市の地域福祉推進のために活用させていただ

いています。

設置にご協力いただける事業所や個人の方はお問い合わ

せをお待ちしております。

問合せ：神奈川県共同募金会 平塚市支会

平塚市追分１－４３（福祉会館２階事務所内）

電 話：０４６３－３３－１３７７

平成３０年２月１日現在市内設置数５台

１ しんわルネッサンス（上吉沢）

【右写真】

２ 平塚栗原ホーム （立野町）

３ 三菱ガス化学（株）平塚研究所

４ （株）日荘

５ 個人宅

共に支えあう社会の実現について、社会福祉士の田中晃

さんを招いて、成年後見を中心に学び考える講座を開催

します。この講座では、ボランティア活動や地域活動の

紹介もあります。本年１０月から始まる第６期市民後見

人養成講座の受講を希望する方は、この８月の講座のど

ちらかに出席してください。

第１回 ８月 ４日（土）栗原ホーム

（立野町３１-２０）

第２回 ８月２７日（月）市役所本館

時 間 午後１時３０分～午後４時４５分

２回とも同じ内容

対 象 市内在住・在勤・在学の方

定員は各回８０人（先着順）

申込み ①住所 ②氏名 ③年齢 ④電話番号

⑤参加希望日（４日又は２７日）

手話通訳が必要な方は第１回は７月１３日、

第２回は８月６日まで事前申込みが必要

電話又はファクスで平塚市成年後見利用支援センターへ

電 話： ０４６３－３５－６１７５

ＦＡＸ： ０４６３－６３－３３７７

お車で来られる方

８月 ４日 栗原ホームには、駐車場がありません。

８月２７日 市役所駐車場（有料）をご利用ください。

１０月１日から赤い羽根共同募金が始まりま

す。地域へつなげるみんなの思い、湘南ベル

マーレは赤い羽根共同募金を応援しています。

湘南ベルマーレのホームゲーム(１０月、１１

月)での募金・広報活動を７支会【平塚市・鎌倉

市・茅ケ崎市・伊勢原市・寒川町・大磯町・二

宮町】で行います。皆さまのご協力をお願いい

たします。

権利擁護人材育成講座で

地域共生を学ぼう！

◎市社協への寄附について

寄附金は、社協の事業を行う上で大きな支え

となっています。社会福祉基金、交通遺児等福

祉基金への寄附の他に社協が実施する事業を指

定して寄附ができます。金額の多寡を問わず、

年間を通じて受付しております。

ぜひ、ご協力ください。

受 付：福祉会館２階

電 話：０４６３－３３－１３７７

月～金 午前８時３０分～午後５時

募金の呼びかけ

行う湘南ベル

マーレマスコッ

トとベルマーレ

クイーン
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地域それぞれの福祉課題の解決のために賛助会費が使われますので、皆さまのご理解とご協力をどう
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事業実施にあたっては、

地域の皆様のご尽力、ご協力に感謝いたします。
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